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世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ

日
本
に
お
け
る
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
草
分
け
的
存
在
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
と
の
官
民
連
携
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

悔
や
ま
れ
る
ル
ワ
ン
ダ
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
中
止

　
一
九
九
七
年
二
月
中
旬
、
ル
ワ
ン
ダ
派
遣
を
目
前
に
し
て
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た
山
本
秀
樹
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
テ
ム
ダ
‥
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
副
代
表
ら
の
も
と
に
、
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に

基
づ
く
平
和
協
力
隊
派
遣
中
止
の
知
ら
せ
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
後
、
旧
ル
ワ
ン
ダ
政
府
軍
・
民
兵
を
多
数
含
む
二
〇
〇
万
人
も
の
フ
ツ
族

難
民
が
ザ
イ
ー
ル
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
周
辺
国
に
逃
れ
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
滞
留
が
長
期
化
し
て
い

た
。
し
か
し
、
九
六
年
九
月
以
降
、
ザ
イ
ー
ル
東
部
で
ザ
イ
ー
ル
軍
と
八
二
ャ
ム
レ
ン
グ
（
ザ
イ
ー
ル

東
部
の
ツ
チ
族
系
住
民
）
を
中
心
と
す
る
ザ
イ
ー
ル
反
政
府
勢
力
と
の
戦
闘
が
激
し
く
な
り
、
一
一
月

半
ば
、
キ
ャ
ン
プ
内
で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
た
大
量
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
の
本
国
帰
還
が
始
ま
っ
た
。

94年、ザイール・ゴマの難民キャンプで地道な

診療活動を続けるAMDAスタッフ

難民患ルワンダ北剖の病院にも出かけて行き、

者を診察した

国
連
安
保
理
で
は
帰
還
す
る
難
民
の
保
護
と
人
道
支
援
を
目

的
と
す
る
多
国
籍
軍
の
派
遣
実
現
に
動
き
だ
し
た
が
、
難
民

の
帰
還
は
予
想
さ
れ
た
よ
り
急
ピ
。
チ
で
進
み
、
ル
ワ
ン
ダ

政
府
も
軍
の
派
遣
よ
り
帰
選
民
へ
の
支
援
を
要
請
し
て
き
た

た
め
、
本
格
的
な
多
国
籍
軍
の
派
遣
は
見
合
わ
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
。

　
早
く
か
ら
帰
還
難
民
救
済
の
対
策
を
準
備
し
て
い
た
日
本

政
府
は
九
七
年
初
め
、
独
自
に
帰
還
民
の
定
住
支
援
の
た
め

に
民
間
人
を
主
体
に
し
た
平
和
協
力
隊
の
派
遣
を
準
備
、
ル

ワ
ン
ダ
平
和
協
力
隊
は
い
つ
で
も
出
発
で
き
る
態
勢
が
整
っ

て
い
た
。
そ
の
協
力
隊
の
主
力
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
医

療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
近
年
、
国
内
外
で
目
覚
ま
し
い
活
動
を
し

て
い
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
。
ル
ワ
ン
ダ
平
和
協
力
隊
は
山
本
副
代

表
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
こ
二
人
（
医
師
五
人
、
看
護
婦
三

人
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
医
師
∵
人
、
検
査
十
二
人
、
調
整
員
三
人
）

の
ほ
か
、
日
本
の
二
つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
「
難
民
を
助
け
る
会
」
（
九



人
）
と
「
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
」
（
三
人
）
、
そ
れ
に
外
務
省
、
総
理
府
か
ら
の
政
府
職
員
五
人
、
計

三
〇
人
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
緊
急
援
助
の
際
、
ザ
イ
ー
ル
東
部
の
ブ
カ
ブ
で
医
療
キ
ャ
ン

プ
を
単
独
運
営
、
ま
た
同
年
、
ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
で
病
院
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け
る
な

ど
、
ル
ワ
ン
ダ
の
医
療
援
助
に
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る
期
待
も
大
き

く
、
ル
ワ
ン
ダ
平
和
協
力
隊
が
派
遣
さ
れ
た
際
は
ル
ワ
ン
ダ
南
部
の
カ
ド
ゥ
ー
ハ
で
病
院
再
建
な
ど
を

任
さ
れ
、
二
月
末
に
は
こ
二
人
が
任
務
に
就
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
急
に
派
遣
が
中
止
さ
れ
た
の
は

ル
ワ
ン
ダ
の
治
安
が
悪
化
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
な
ど
国
際
機
関
が
活
動
を

縮
小
す
る
な
か
で
、
民
間
人
だ
け
の
派
遣
は
危
険
に
な
っ
た
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
中
止
の
理
由
は
と
も
か
く
、
ル
ワ
ン
ダ
平
和
協
力
隊
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
主
力
に
し
た
世
界
で
も
珍
し
い
救

援
計
画
だ
っ
た
だ
け
に
、
派
遣
中
止
を
残
念
が
る
声
は
強
い
。

　
「
国
連
に
よ
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
と
は
異
な
り
、
日
本
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
主
体
に
し
た
平
和
協
力
隊
を
派
遣
す

る
こ
と
は
、
手
続
き
が
簡
易
に
な
り
、
現
地
の
事
態
に
即
応
し
や
す
い
。
そ
れ
に
身
軽
に
動
け
る
利
点

が
あ
る
。
今
回
の
平
和
協
力
隊
派
遣
は
、
日
本
の
国
際
貢
献
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
い
機
会
だ
っ

た
だ
け
に
残
念
で
す
」
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
は
、
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
が
っ
か
り

し
て
い
る
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
と
の
連
携
を
図
る
「
オ
ダ
ン
ゴ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

－

ｊ

ｌ

―

－

－

　
と
は
い
え
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
、
い
つ
ま
で
も
が
っ
か
り
し
て
い
る
暇
は
な

い
。
九
六
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
の
八
ヵ
月
間
だ
け
で
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ョ
ー
ロ
。
パ
、
南
米

に
二
六
も
の
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
派
遣
し
た
実
績
を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
緊
急
支
援
を
必
要
と
す
る

状
況
が
い
つ
世
界
の
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
ず
、
常
に
援
助
隊
発
進
の
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。

96年５月、バングラデシュで大規模な竜巻が発生。

被災民を救うため、AMDAの緊急医療チームが急行

した

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
九
七
年
四
月
、
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
と
協
力
し
て
ザ
ン
ビ
ア
の
首
都
ル
サ
カ
で
「
首
都
圏

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
首
都
圏
の
低
所
得
地
区
に
住

む
人
た
ち
の
保
健
環
境
を
改
善
す
る
の
が
狙
い
で
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
大
半
の
人
材
を
供
給
し
て
い
る
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
こ
れ
ま
で
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
に
対
し
、
批
判
的
な
団
体
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
独
立
性
を
保
ち
な
が
ら
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
積
極
的
に
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協
力
し
て
い
こ
う
と
い
う
基
本
方
針
を
持
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
つ
な
げ
て
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
オ
ダ
ン
ゴ
）
」
と
も
呼
ば
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
近
、
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
ザ
ン
ビ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
が
企
画
の
段
階
か
ら
参
加
す
る
Ｏ
Ｄ

Ａ
は
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
。

　
九
五
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
き
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
作

る
病
院
施
設
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
。
ハ
コ
も
の
；
ご
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
持
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ペ
ル
の

人
と
知
識
の
ネ
。
ト
ワ
ー
ク
を
連
動
さ
せ
る
絶
好
の
場
と
、
即
座
に
引
き
受
け
た
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
技
術
移
転
さ
え
す
れ
ば
そ
の
後
、
自
然
に
末
端
ま
で

そ
の
技
術
が
流
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
違
う
。
途
上
国
で
は
技
術
移
転
の
シ
ス
テ
ム
が

完
全
で
は
な
い
の
で
、
技
術
は
な
か
な
か
末
端
ま
で
流
れ
に
く
い
。
だ
か
ら
、
今
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
協
力
し
て
最
初
か
ら
個
人
、
家
族
な
ど
末
端
を
タ
ー
ゲ
。
ト
に
し
て
、

貧
し
い
国
の
人
た
ち
の
健
康
水
準
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
」
と
菅
波
代
表
は
熱
意
を
燃
や
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ
れ
か
ら
の
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
海
外
で
は
貧
困
層
へ
の
小
規
模
融
資
を

行
な
う
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
と
の
連
携
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
ネ
パ
ー
ル
で
の
「
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
設
立
、
国
内
で
は
岡
山
に
国
際
開
発
大
学
設
立
構
想
、
地
方
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
ネ
。
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
活
躍
の
場
は
広
が
る
ば
か
り
の
よ
う
だ
。

戦禍で傷ついた市民を救うため、

現地に急行(96年５月、レバノン)

『外交フォーラム』1997年４月号掲載
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ＡＭＤＡ
　　　　　　　　　(アジア医師連絡協議会)

　1979年、タイに逃れたカンボジア難民救済に加わった１人の

日本人医師と、２人の医学生が中心となって帰国後に開いた｢ア

ジア医学生会議｣を母体に84年に設立された。

　その後、国内外に拠点を拡大、現在はインド、カンボジア、

スーダンなどアジア、アフリカ、南米、北米27カ国に支部を

持ち、支部には緊急救援医療部門としてアジア多国籍医師団

(ＡＭＭＭ)がある。海外では緊急医療支援、地域の保健医療、

国内では在日外国人の医療相談などの広い活動を続けている。

　93年のソマリア難民支援、94年のルワンダ難民緊急援助、95

年のサハリン北部地震緊急援助などのほか、同年の阪神・淡路

大震災ではいち早<現地に到着、i毎外での経験を生かした救援

活動を行なっている。 93年に外務大臣賞受賞。95年は｢読売国

際協力賞｣と｢毎日国際交流賞｣を受賞。同年６月、国連ＮＧＯ諮

J
I
U
S
k
i

問資格カテゴリーIIに認定。会員

数は国内約1500人、海外約３００

人(99年12月現在)。

●蓮絡先●

〒701-1202岡山県岡山市楢津310-1

TEL : 086-284-7730

FAX : 086-284-8959

URL : http://www.amda.or.jp/

代表：菅波　茂
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